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１　

こ
れ
ま
で
の
64
年

　

日
本
大
学
で
は
、
理
工
学
部
、
生
産
工
学
部
、
工
学
部
、
短
期

大
学
部
の
共
同
主
催
に
よ
り
「
日
本
大
学
全
国
高
等
学
校・

設
計

競
技
」
を
開
催
し
て
お
り
、
２
０
１
７
年
は
64
回
目
を
迎
え
る
。

こ
れ
は
、
高
校
教
育
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
高
校

生
を
対
象
に
「
住
宅
」
の
設
計
提
案
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
、
指

導
に
当
た
ら
れ
る
高
校
の
先
生
方
の
熱
意
も
あ
っ
て
、
毎
年
、
約

50
校
か
ら
１
５
０
点
ほ
ど
の
応
募
が
あ
る
。
公
開
審
査
会
に
お
い

て
、
優
秀
作
品
の
作
者
で
あ
る
高
校
生
６
名
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
最
優
秀
作
品
１
点
を
決
定
し
て
い
る
。

　

第
１
回
は
１
９
５
３
年
、
日
本
大
学
工
業
高
等
学
校
（
現・

日

本
大
学
習
志
野
高
等
学
校
）
が
主
催
し
、
工
学
部
（
現・

理
工
学

部
）
が
共
催
と
い
う
体
制
（
第
21
回
か
ら
理
工
学
部
主
催
）
で
、

や
は
り
「
住
宅
」
を
テ
ー
マ
に
始
ま
っ
た
。
当
初
は
「
全
国
工
業

高
等
学
校
設
計
競
技
」
の
名
称
で
、
工
業
高
校
建
築
科
の
生
徒
の

み
を
対
象
と
し
て
い
た
が
、
普
通
高
校
を
は
じ
め
と
す
る
幅
広
い

応
募
を
期
待
し
て
、
第
47
回
（
２
０
０
０
年
）
に
現
在
の
名
称
に

変
更
し
た
。

２　

建
築
設
計
競
技
の
甲
子
園

　

当
初
、
テ
ー
マ
は
「
市
庁
舎
」「
図
書
館
」「
公
民
館
」
と
い
っ

た
難
易
度
の
高
い
も
の
が
選
ば
れ
て
い
た
が
、
第
32
回
（
１
９
８

５
年
）
か
ら
は
、
高
校
生
に
と
っ
て
身
近
な
「
住
宅
」
に
限
定
し

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
で
最
も
応
募
数
が
多
か
っ
た
の
は
第
49
回
（
２

０
０
２
年
）
の
２
６
７
点
で
あ
り
、
テ
ー
マ
は
「
私
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
、
私
の
す
ま
い
」。
高
校
生
が
等
身
大
で
提
案
を
行
う
こ
と

の
で
き
る
内
容
で
あ
っ
た
。

　

応
募
締
切
を
毎
年
８
月
末
と
設
定
し
て
い
る
た
め
に
、
多
く
の

高
校
で
は
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
一
環
と
し
て
、
生
徒
と
教
員
が
一
体

と
な
っ
て
夏
休
み
を
費
や
し
て
作
業
を
行
っ
て
い
る
と
聞
く
。
表

彰
式
で
は
、
入
選
を
果
た
し
た
高
校
生
自
身
と
所
属
高
校
を
表
彰

す
る
と
と
も
に
、
審
査
員
と
高
校
生
だ
け
で
な
く
、
高
校
生
同
士

や
高
校
教
員
同
士
の
交
流
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。
中
に
は
、
常

高
校
生
を
対
象
と
し
た 

建
築
設
計
競
技

［
日
本
大
学
］

佐
藤 
慎
也
●
日
本
大
学
理
工
学
部
建
築
学
科
教
授
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に
入
賞
を
果
た
す
高
校
も
あ
り
、
そ
ん
な
常
連
校
同
士
の
教
員
の

悲
喜
こ
も
ご
も
な
や
り
取
り
が
聞
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
さ
ら
に
、

か
つ
て
入
賞
を
果
た
し
た
高
校
生
が
、
今
度
は
教
員
と
な
り
、
教

え
子
と
と
も
に
表
彰
式
に
現
れ
る
と
い
っ
た
う
れ
し
い
再
会
も
あ
っ

た
。
こ
う
し
て
、
今
で
は
「
建
築
設
計
競
技
の
甲
子
園
」
と
呼
ば

れ
る
こ
と
も
あ
る
も
の
に
成
長
し
た
。

３　

審
査
の
多
様
な
視
点

　

審
査
員
は
日
本
大
学
の
建
築
系
教
員
が
務
め
て
お
り
、
デ
ザ
イ

ン
だ
け
に
特
化
し
た
審
査
を
避
け
る
た
め
、
意
匠
、
構
造
、
環
境
、

都
市
計
画
、
歴
史
な
ど
、
多
様
な
分
野
を
専
門
と
す
る
教
員
が
集

ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
複
合
的
な
視
点
に
よ
る
審
査
を
行
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
日
本
大
学
が
多
様
な
学
部
を
擁
す
る
た
め
に
、
主

催
で
あ
る
建
築
系
学
科
を
持
つ
工
学
系
の
４
学
部
（
中
に
は
、
海

洋
建
築
工
学
科
や
ま
ち
づ
く
り
工
学
科
と
い
っ
た
特
色
の
あ
る
学

科
も
含
む
）
だ
け
で
な
く
、
生
物
資
源
学
部
や
藝
術
学
部
の
教
員

も
審
査
に
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
幅
の
広
い
視
点
を
持
た

せ
て
い
る
。
ま
た
、
第
52
回
（
２
０
０
５
年
）
か
ら
は
、
学
外
か

ら
建
築
家
や
建
築
計
画
者
な
ど
を
審
査
員
長
に
迎
え
、
テ
ー
マ
を

共
同
で
設
定
す
る
な
ど
、
学
内
だ
け
に
留
ま
ら
な
い
視
点
に
も
配

慮
し
て
い
る
。

４　

こ
れ
か
ら
の
希
望

　

第
63
回
の
テ
ー
マ
は
、「
子
ど
も
を
育
む
家
」。
最
優
秀
賞
を
受

賞
し
た
の
は
、
昼
は
働
き
な
が
ら
、
夜
間
の
定
時
制
高
校
に
通
う

生
徒
の
作
品
だ
っ
た
。
そ
の
提
案
は
、
高
齢
化
が
進
む
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
に
お
い
て
、

増
加
し
た
空
き
家

を
減
築
し
、
さ
ら

に
道
路
を
廃
止
し

て
子
ど
も
の
た
め

の
広
場
を
つ
く
り

出
す
も
の
で
、
全

て
の
住
戸
の
１
階

を
広
場
へ
向
け
て

開
放
で
き
る
よ
う
に
改
修
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
高
校
生
で

あ
っ
て
も
、
と
い
う
よ
り
も
高
校
生
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
現
代
的

な
社
会
的
課
題
に
正
面
か
ら
ぶ
つ
か
り
、
素
直
な
解
答
を
示
す
こ

と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
ん
な
作
品
を
生
み
出
す
高
校
生
が

現
れ
る
こ
と
が
、
高
校
教
育
の
一
助
や
日
本
大
学
の
教
育
と
い
う

枠
を
超
え
て
、
建
築
界
の
未
来
に
つ
な
が
る
希
望
と
な
る
こ
と
を

期
待
し
、
今
後
も
こ
の
設
計
競
技
を
続
け
て
い
き
た
い
。
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加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ

１　

経　

緯

　
「
専
大
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
」
は
、
も
と
も
と
学

生
部
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
始
ま
っ
た
。
２
０
０
２
年
の
こ
と

で
あ
る
。
当
時
、
学
生
部
長
で
あ
っ
た
私
が
、
２
人
の
学
生
か
ら

「
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
を
教
え
て
ほ
し
い
」
と
要
求
さ
れ
、
悩
ん

だ
末
、
そ
れ
に
応
え
る
一
つ
の
方
法
と
し
て
考
え
た
も
の
で
あ
る
。

元
気
の
い
い
学
生
が
活
躍
で
き
る
場
を
ま
ず
作
ろ
う
と
い
う
発
想

で
あ
る
。
優
勝
者
に
授
与
す
る
賞
は
「
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
五
日
間

の
旅
」
と
し
、
ポ
ス
タ
ー
に
は
「
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
を
目
指
せ
」

と
う
た
っ
た
。

　

も
う
一
つ
は
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
入
門
講
座
」
で
あ
る
。
ベ
ン
チ
ャ
ー

経
営
者
を
10
人
ほ
ど
招
き
、
体
験
に
基
づ
く
お
話
を
し
て
も
ら
う

と
い
う
趣
向
で
あ
る
。
学
生
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
た
だ
募
集
す
る
だ

け
で
な
く
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
っ
て
ど
ん
な
も
の
な
の
か
、
起
業
家
っ

て
ど
ん
な
人
な
の
か
、
具
体
的
な
話
を
聴
か
せ
て
ベ
ン
チ
ャ
ー
に

関
心
を
持
た
せ
よ
う
と
考
え
た
。
コ
ン
テ
ス
ト
の
審
査
員
に
も
ベ

ン
チ
ャ
ー
経
営
者
た
ち
に
協
力
を
仰
い
だ
。
お
か
げ
で
、
発
表
す

る
学
生
の
モ
テ
ィ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
上
が
っ
た
。

　

当
初
は
、
元
気
の
い
い
２
人
の
学
生
の
要
求
に
い
か
に
応
え
る

か
と
い
う
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
の
だ
が
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
に
関

心
を
持
つ
学
生
は
意
外
に
い
る
と
い
う
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
た
。

し
か
も
、
勇
気
付
け
ら
れ
た
の
は
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
外
部
の

方
々
、
特
に
ビ
ジ
ネ
ス
界
の
方
々
が
関
心
を
持
ち
、
高
く
評
価
し

て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
、
外
部
と
の
さ
ま
ざ
ま
な

連
携
の
話
が
出
て
き
た
。
協
力
し
て
く
だ
さ
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
経
営

者
の
層
も
広
が
り
、
特
に
本
学
卒
業
生
の
経
営
者
の
存
在
は
あ
り

が
た
か
っ
た
。
現
在
も
、「
教
育
の
産
学
連
携
」
を
深
め
る
努
力
を

継
続
中
で
あ
る
。

２　

キ
ャ
リ
ア
教
育
へ
の
つ
な
が
り

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
創
設
し
た
こ
と
の
最
も
大
き
な
意
義
は
、

本
学
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
起
点
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

何
よ
り
も
、
企
画
し
運
営
し
て
き
た
私
自
身
が
「
自
分
が
や
っ
て

教
育
改
革
の
切
り
口 

―
専
大
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト

［
専
修
大
学
］

池
本 

正
純
●
専
修
大
学
名
誉
教
授

《
プ
レ
ゼ
ン・

コ
ン
テ
ス
ト
編
》
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い
る
こ
と
は
キ
ャ
リ
ア
教
育
な
の
だ
」
と
気
付
か
さ
れ
た
。
そ
の

後
、
機
会
あ
る
ご
と
に
学
内
で
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
立
を
訴

え
た
。
紆
余
曲
折
は
あ
っ
た
が
、２
０
０
５
年
に
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ

ン
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
、
私
が
初
代
セ
ン
タ
ー
長
に
就
任
し
た
。

　

世
紀
の
変
わ
り
目
の
頃
か
ら
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
必
要
性
が
か
ま

び
す
し
く
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
に
は
、
理
由
が
あ
る
。
バ

ブ
ル
崩
壊
後
、
日
本
経
済
の
閉
塞
状
況
の
中
で
就
職
環
境
が
悪
化

し
、
就
職
率
が
落
ち
た
こ
と
が
教
育
関
係
者
の
危
機
感
を
誘
っ
た
。

し
か
し
、
私
は
そ
れ
以
上
に
、
日
本
経
済
の
産
業
構
造
が
大
き
く

変
化
す
る
中
で
、
そ
れ
ま
で
の
高
度
成
長
時
代
に
適
合
的
で
あ
っ

た
教
育
の
あ
り
方
が
根
本
的
に
問
い
直
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
点

を
指
摘
し
た
い
。「
偏
差
値
の
高
い

大
学
に
入
り
さ
え
す
れ
ば
、
大
企

業
に
就
職
で
き
る
。
だ
か
ら
受
験

勉
強
に
励
め
！
」
と
い
う
の
が
、

こ
れ
ま
で
の
教
育
で
あ
っ
た
。
大

学
は
、
偏
差
値
の
輪
切
り
の
受
け

皿
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
大
学
の
勉

強
に
関
係
な
く
、
18
歳
時
点
で

キ
ャ
リ
ア
の
勝
ち
組
負
け
組
が
決

ま
る
と
い
う
価
値
観
で
あ
る
。
い

ま
、
こ
う
し
た
キ
ャ
リ
ア
上
の
価
値
観
が
根
本
的
に
改
革
を
迫
ら

れ
て
い
る
。
新
し
い
も
の
を
作
り
出
そ
う
と
い
う
志
が
日
本
社
会

に
欠
落
し
て
い
る
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
切
り
口
に
、
日
本
の
教
育

改
革
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
実
は
、
２
人
の
学
生
は
既
存

の
教
育
に
飽
き
足
り
な
い
も
の
を
感
じ
て
い
た
。
そ
れ
が
ベ
ン

チ
ャ
ー
へ
の
関
心
と
し
て
噴
き
出
し
た
の
だ
と
分
か
っ
た
。

３　

ベ
ン
チ
ャ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
で
目
指
す
も
の

　

受
験
勉
強
や
座
学
で
身
に
付
く
能
力
は
、
①
情
報
収
集
力
、
②

論
理
的
思
考
力
、
③
プ
レ
ゼ
ン
能
力
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ

れ
ら
は
、
正
解
が
あ
ら
か
じ
め
用
意
さ
れ
、
教
科
書
が
存
在
す
る

世
界
で
身
に
付
く
能
力
で
あ
る
。
実
際
の
社
会
で
問
わ
れ
る
能
力

に
は
、
さ
ら
に
深
い
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
が
、
④
問
題
発
見
解
決

力
、
⑤
決
断
力
、
⑥
人
間
関
係
構
築
力
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
力
の

核
に
な
る
の
が
志
で
あ
る
。
ベ
ン
チ
ャ
ー
に
目
を
向
け
る
こ
と
は
、

世
の
中
の
仕
事
の
多
様
性
に
気
付
き
、
そ
し
て
何
よ
り
も
、
自
分

ら
し
い
仕
事
が
し
た
い
と
い
う
志
を
育
む
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

正
解
の
な
い
実
践
的
な
課
題
に
ぶ
つ
か
る
中
で
鍛
え
ら
れ
る
。
ベ

ン
チ
ャ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
決
し
て
学
生
起
業
家
を
輩
出
す
る
こ

と
が
目
的
で
は
な
い
。
ど
ん
な
企
業
で
仕
事
を
し
よ
う
が
、
最
後

に
問
わ
れ
る
の
は
創
造
力
な
の
で
あ
る
。

発表の様子
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加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ

は
じ
め
に

　
「
現
代
学
生
百
人
一
首
」
は
、
東
洋
大
学
が
創
立
１
０
０
周
年
を

迎
え
た
１
９
８
７
年
の
周
年
事
業
の
一
環
と
し
て
企
画
さ
れ
た
短

歌
コ
ン
テ
ス
ト
で
あ
る
。

　

１
０
０
周
年
と
い
う
こ
と
で
、
１
０
０
の
数
字
に
因
ん
だ
企
画

と
し
て
、
当
時
学
長
で
歌
人
の
神
作
光
一
先
生
が
創
設
し
、
ス
タ
ー

ト
し
た
取
り
組
み
だ
。
１
９
８
７
年
か
ら
実
に
30
年
続
く
こ
の
コ

ン
テ
ス
ト
は
、毎
年
の
応
募
数
が
５
万
首
を
超
え
、累
計
応
募
数
は

約
１
３
４
万
首
に
の
ぼ
る
。
こ
の
応
募
数
は
短
歌
コ
ン
テ
ス
ト
と

し
て
は
、日
本
最
大
規
模
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。大
変
あ
り
が
た

い
こ
と
に
、
世
代
を
越
え
た
フ
ァ
ン
の
方
か
ら
毎
年
の
発
表
を
心

待
ち
に
し
て
い
る
と
い
う
応
援
の
声
を
多
数
い
た
だ
い
て
い
る
。

１　

も
の
の
見
方・

生
活
感
覚

　

こ
の
「
現
代
学
生
百
人
一
首
」
の
特
徴
は
、
短
歌
に
詠
み
込
ま

れ
る
瑞
々
し
い
学
生・

生
徒
の
「
も
の
の
見
方・

生
活
感
覚
」
に

あ
る
。「
も
の
の
見
方
」
と
は
、
本
学
が
掲
げ
る
建
学
の
理
念
「
諸

学
の
基
礎
は
哲
学
に
あ
り
」
に
通
じ
て
い
る
。

　

作
品
の
題
材
は
多
彩
だ
。
淡
い
恋
の
歌
、
大
き
な
災
害
、
事
件・

事
故
の
悲
惨
さ
。
友
人
や
家
族
の
関
わ
り
な
ど
身
近
で
普
遍
的
な

話
題
。
そ
の
年
に
流
行
し
た
モ
ノ・

人
物
な
ど
も
表
現
さ
れ
て
い

る
。
人
々
は
若
者
た
ち
が
創
作
し
た
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
な
短
歌

か
ら
、
世
相
を
感
じ
、
時
代
の
移
り
変
わ
り
の
中
に
息
づ
く
「
若

者
の
感
性
」
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

　

例
え
ば
、
若
者
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
は
劇
的
に

変
化
し
て
い
る
。
30
年
前
は
、
電
話
（
家
電
）
や
ポ
ケ
ッ
ト
ベ
ル

で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
Ｐ
Ｈ
Ｓ
や
携
帯
電
話
に
変
化
し
、
今
日
で

は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
に
よ
っ
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
と
移
ろ
い
か
わ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
手
段
や
ツ
ー
ル
が
変
化
し
て
も
、「
何
か

を
表
現
し
た
い
、
何
か
を
伝
え
た
い
」
と
い
う
思
い
は
変
ら
な
い
。

こ
う
し
た
学
生
や
生
徒
の
思
い
こ
そ
が
「
現
代
学
生
百
人
一
首
」

30
年
続
く「
現
代
学
生
百
人
一
首
」

―
東
洋
大
学
主
催
の
累
計
応
募
数
１
３
４
万
首 

　
　
の
短
歌
コ
ン
テ
ス
ト

［
東
洋
大
学
］

榊
原 
康
貴
●
東
洋
大
学
総
務
部
広
報
課
課
長

《
プ
レ
ゼ
ン・

コ
ン
テ
ス
ト
編
》
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を
30
年
間
支
え
て
い
た
だ
い
た
原
動
力
で
あ
っ
た
と
思
う
。

２　

毎
年
『
天
声
人
語
』
に
掲
載

　

毎
年
選
出
し
て
い
る
短
歌
作
品
１
０
０
首
は
、
朝
日
新
聞
の
「
天

声
人
語
」を
は
じ
め
、多
く
の
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

特
に
「
天
声
人
語
」
で
は
、
毎
年
成
人
の
日
（
１
月
の
第
２
月

曜
日
）
前
後
に
半
ば
指
定
席
の
よ
う
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
報
道
的

な
価
値
や
社
会
貢
献
性
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ

て
い
る
。

　

２
０
１
６
年
度
は
、
ま
さ
に
30
回
の
節
目
に
あ
た
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
記
念
の
取
り
組
み
を
行
っ
た
。
文
部
科
学
省
の
後
援
名
義
申

請
や
東
京
と
大
阪
で
開
催
し
た
短
歌
作
成
指
導
を
目
的
と
し
た 

中・

高
教
員
向
け
の
セ

ミ
ナ
ー
、
30
年
の
歴
史

を
振
り
返
る
た
め
の
市

販
書
籍
も
刊
行
し
た
。

こ
の
書
籍
に
は
先
の

「
天
声
人
語
」
の
記
事
を

全
て
転
載
し
、
そ
の
年

の
大
き
な
出
来
事
と
あ

わ
せ
た
誌
面
構
成
は
、

ち
ょ
う
ど
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
前
後
か
ら
の
日
本
の
文
化
や
世
相
を

振
り
返
る
こ
と
が
で
き
、
史
料
的
価
値
も
高
い
と
思
わ
れ
る
。

　

巻
頭
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
日
本
文
学
研
究
の
第
一
人
者
ド
ナ

ル
ド・

キ
ー
ン
先
生
（
学
校
法
人
東
洋
大
学
学
術
顧
問
）
に
ご
登

場
い
た
だ
き
、
近
代
の
歌
人
た
ち
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
ご
自
身
の
短

歌
に
対
す
る
思
い
を
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。
さ
ら
に
、
グ
ラ
ビ
ア

ペ
ー
ジ
で
は
、
競
技
か
る
た
を
扱
っ
た
映
画
『
ち
は
や
ふ
る
』
の

主
人
公
、
女
優・

広
瀬
す
ず
氏
が
、
若
者
の
代
表
と
し
て
登
場
し
、

華
を
添
え
て
い
た
だ
い
た
。

３　

伝
統
の
襷
を
継
承
す
る
こ
と

　

こ
の
30
回
は
あ
く
ま
で
も
通
過
点
。
昨
今
は
、
在
外
教
育
施
設

や
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
、
東
洋
大
学
に
在
籍
す
る
留

学
生
な
ど
か
ら
の
応
募
も
少
し
ず
つ
増
え
て
い
る
。
応
募
の
地
域

も
変
わ
れ
ば
、
表
現
す
る
言
語
も
変
わ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の

「
現
代
学
生
百
人
一
首
」
は
、
そ
う
し
た
変
化
を
柔
軟
に
取
り
込
み

な
が
ら
、
さ
ら
な
る
進
化
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

今
後
50
回・

１
０
０
回
を
目
指
し
、
若
者
の
感
性
の
発
露
の
場

と
し
て
、
ま
た
日
本
語
や
日
本
文
化
の
大
切
さ
を
振
り
返
る
機
会

と
し
て
、
そ
の
伝
統
の
襷
を
継
承
し
て
い
く
こ
と
の
意
義
と
責
任

を
胸
に
、
さ
ら
に
こ
の
取
り
組
み
の
普
及
を
目
指
し
た
い
。

『東洋大学 現代学生百人一首の30年
 ―若者の感性で詠んだ森羅万象』
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